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る｡燐酸イオンは体液中か ら取 り込 まれ,
AW-GCのシリカの成分が結晶核となって,こ
こに hydroxyapatite:Ca3(PO4)2Ca(OH)2が
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演 弘道
(理学療法学科)
【緒言】 内側広筋斜頭 (VMO)の選択的収縮
については,VMOと股関節内転筋 (ADD)
の解剖学的な位置関係から,股関節内転動作に
よる影響に注目が集まっており,これまで数多
くの報告がなされている｡しかし,そこに統一
された見解はない｡その原因のひとつとして,
それぞれの研究者達が,異なった股関節肢位で
内転動作を行わせていることが挙げられる｡ そ
こで今回,種々の股関節肢位での内転動作が
VMOの選択的収縮に及ぼす影響を明確にする
ことを目的に,健常成人女性14名を対象に,筋
電図を用いて検討した｡
【方法】 測定筋は,右下肢のVMO,外側広筋
(vL),ADDとした｡測定した股関節肢位は,
外転 0度で①屈曲0度②屈曲30度(参屈曲60度お
よび外転30度で④屈曲0度⑤屈曲30度⑥屈曲60
度の各肢位とし,それぞれの肢位で股関節内転
最大等尺性収縮を3秒間行わせた｡
【結果と考察】 vLの筋活動量に対するVMO
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の筋活動量の割合を示すVMO/VL比は,外
転ではなく,屈曲肢位の違いによる影響を有意
に受け (p<0.05),屈曲0度位では外転0度
位,30度位ともに0.88,0.83と1.0を下回り,
vMOがVLよりも低い筋活動を示した｡しか
し,屈曲30度,60度においては外転30度位で
1.26,1.18と1.0以上の値 を示 し,VMOは
vLよりも高い筋活動を示した｡これらの結果
は,先行研究者達の結果とほぼ一致しており,
上述の見解の不一致は股関節肢位の違い,すな
わち屈曲角の違いによるものである可能性が確
認できた｡従って,VMOを選択的に収縮させ
るために,股関節内転動作を用いる際には,股
関節を屈曲させて行うことが望ましいと考える｡
また,VMO/VL比が股関節肢位の違いに有意
に影響を受けるのに対し,ADDはその違いに
有意に影響を受けなかったことから,両者の関
係は解剖学的位置関係による仮説では説明でき
ない可能性があり,今後さらに検討する必要が
あると考える｡
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